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※ それぞれの選抜で、募集人員を複数の学科等ごとに設定している高校では、 

他の１学科等を第２志望とすることができます。 
（例）○○高校 ： 第１志望「グローバル科」、 第２志望「普通科」 

□□高校 ： 第１志望「大学進学専科」、 第２志望「総合募集の専科」 
△△高校 ： 第１志望「多部制単位制Ⅰ部」、 第２志望「多部制単位制Ⅱ部」など 

入試の種類と日程 

 

  
◆出 願 期 間：令和６年３月 ４日（月）、5 日（火）６日（水） 

（通信制の課程は、令和 6 年３月１日（金）、３月３日（日）、４日（月）） 
◆学 力 検 査 等：令和６年３月 11 日（月）       

（通信制の課程は、令和 6 年３月 ７日（木）、８日（金）、10 日（日）のうち１日） 
◆合 格 者 発 表：令和 6 年３月 19 日（火） 

（面接（＊）：自己申告書と調査書の｢活動/行動の記録｣を面接の参考資料にします。）  
 

◆出 願 期 間：令和６年２月 14 日（水）、15 日（木）（音楽科は、２月 ６日（火）、 ７日（水）） 
◆学力検査等：令和６年２月 20 日（火）、21 日（水）（音楽科は、２月 17 日（土）、 20 日（火）） 

（ステップスクールの学力検査は 2 月 20 日（火）、面接は 2 月 21 日（水）、22 日（木）のいずれか） 
◆合 格 者 発 表：令和６年２月 29 日（木） 

（面接（※１） 対面または筆答による面接のどちらかを志願者が事前に申告。 
面接の質問内容は大阪府教育委員会のウェブサイト（右記二次元コード参照）に公表しています。） 

（面接（※２）自己申告書と調査書の｢活動/行動の記録｣を面接の参考資料にします。） 

※「能勢分校選抜」「帰国生選抜」「日本語指導が必要な生徒選抜」「自立支援選抜」「高等支援選抜」「共生推進教室選抜」は、特別
選抜の日程に準じて実施します。 

※特別選抜、能勢分校選抜及び一般選抜で合格者数が募集人員に満たなかった学科等は、一般選抜後に「二次選抜」を実施します。 
※「秋季選抜」は、府立大阪わかば高校（多部制単位制Ⅰ部・Ⅱ部（クリエイティブスクール））及び府立桃谷高校（定時制の課

程）で実施します。この選抜においては学力検査を行わず、小論文と面接により合格者の判定を行います。 
 
 
 
 
 
 

課程・学科等 学力検査 学力検査以外 

全日制 すべての学科（特別選抜を行う学科を除く。） 
５教科（国語・社会・数学・理
科・英語*） 
＊リスニングテストを含む。 

― 

定時制 すべての学科（多部制単位制及び昼夜間単位制を
除く。） 

３教科（国語・数学・英語*） 
＊リスニングテストを含む。 

― 

通信制 普通科 ― 面接（＊） 

課程・学科等 学力検査 学力検査以外 

全日制 

専門学科（工業に関する学科（建築デザイン科・インテリアデザイン科・
デザインシステム科・ビジュアルデザイン科・映像デザイン科及びプロダクトデ
ザイン科）・総合造形科・美術科・音楽科・体育に関する学科・グローバ
ル探究科・演劇科及び芸能文化科） 

５教科（国語・社会・数学・理
科・英語*）＊リスニングテストを含
む。 

実技検査 

総合学科（ステップスクール） ３教科（国語・数学・英語*） 
＊リスニングテストを含む 面接（※1） 

総合学科（エンパワメントスクール） 
５教科（国語・社会・数学・理
科・英語*）＊リスニングテストを含
む。 

面接（※２） 
多部制 
単位制 Ⅰ部･Ⅱ部（クリエイティブスクール）普通科 

昼夜間 
単位制 普通科・ビジネス科 

 「一般入学者選抜」（３月） 
 

受験の機会は、 
原則１回です！ 

 「特別入学者選抜」（２月） 

資料 2 令和６年度大阪府公立高等学校入学者選抜の概要 
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入試で使う資料  
 
 
【国語・数学・英語】（高校によって問題の種類が異なります。） 

一般選抜：３種類（基礎的問題、標準的問題、発展的問題） 
特別選抜：２種類（基礎的問題、標準的問題） 

【社会・理科】 
一般選抜、特別選抜：それぞれ１種類のみ 

一般選抜 

検査教科 国語 数学* 英語* 理科 社会 満点 筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ 
時 間 50 分 50 分 40 分 15 分 40 分 40 分 450 点 配 点 90 点 90 点 90 点 90 点 90 点 
 
 

特別選抜 

検査教科 国語 数学 英語 理科 社会 満点 筆答 ﾘｽﾆﾝｸﾞ 
時 間 40 分 40 分 40 分 15 分 40 分 40 分 225 点 配 点 45 点 45 点 45 点 45 点 45 点 

 
 

① 英語の学力検査において外部検定のスコア等に応じた点数保障があります。 
② 中学校等で調査書の評定を付けるにあたり、府内統一ルールを用いて、各学校の評価基準の確認を行っ

ています。（府内統一ルールについては、大阪府教育委員会のウェブサイト（右記二次元コード参照）を
ご覧ください。） 

③ 令和６年度選抜では、調査書の評定の満点を以下のように求めます。 
  調査書の評定の満点 学力検査の満点（参考） 

一
般
選
抜 

全日制 
450 点 

（３年生(５段階×９教科×６倍)＋２年生(５段階×９教科×２倍)＋１年生(５段階×９教科×２倍）） 
450 点 

（90 点×５教科） 

定時制 
270 点 

（３年生(５段階×９教科×3.6 倍)＋２年生(５段階×９教科×1.2 倍)＋１年生(５段階×９教科×1.2 倍）） 
270 点 

（90 点×３教科） 
特別選抜 225 点 

（３年生(５段階×９教科×３倍)＋２年生(５段階×９教科×１倍)＋１年生(５段階×９教科×１倍）） 
225 点 

（45 点×５教科） 

ステップスクール 
225 点 

教科ごとに（３年生(５段階×３倍)＋２年生(５段階×１倍)＋１年生(５段階×１倍））の計算式で合計点を算
出。合計点の高い 3 教科を 2 倍した値とその他の教科の合計点を合算し 225/300 を乗じて算出。 

225 点 
（45 点×3 教科×

225/135） 
総合点は、学力検査の成績と調査書の評定に一定の倍率をかけて求め、合否の判定に用います。倍率には〈表１〉
の５つのタイプがあり、高校によって異なります。  

④ ステップスクールの選抜においては、表 1 は用いずに、合否の判定を行います。 
詳細は大阪府教育委員会ウェブサイト(右記二次元コード参照)をご覧ください。  

 
（表１） 

タイプ 学力検査の成
績にかける倍率 

調査書の評定
にかける倍率 

一般選抜【全日制】 一般選抜【定時制】 特別選抜* （参考） 
学力検査の成績と調査書
の評定の比率 学力検査 調査書 学力検査 調査書 学力検査 調査書 

Ⅰ 1.4 倍 0.6 倍 630 点 270 点 378 点 162 点 315 点 135 点 ７：３ 
Ⅱ 1.2 倍 0.8 倍 540 点 360 点 324 点 216 点 270 点 180 点 ６：４ 
Ⅲ 1.0 倍 1.0 倍 450 点 450 点 270 点 270 点 225 点 225 点 ５：５ 
Ⅳ 0.8 倍 1.2 倍 360 点 540 点 216 点 324 点 180 点 270 点 ４：６ 
Ⅴ 0.6 倍 1.4 倍 270 点 630 点 162 点 378 点 135 点 315 点 ３：７ 

 *実技検査を実施する学科の総合点には、実技検査の成績が加わります。 

※ 各高校の学力検査問題の種類及び学力検査の成績と調査書の評定の比率、出願書類や学力検査の時間割等、その他入試情報・学
校説明会などは大阪府教育委員会のウェブサイト(右記二次元コード参照)をご覧ください。 

 自己申告書 

・ 受験生は、中学校等での学習や高校生活における
抱負など、あらかじめ教育委員会が示すテーマにつ
いて記載し、出願時に提出します。 

・ 選抜での判定資料や面接の参考資料となります。 

*発展的問題は、数学 60 分、英語の筆答 30 分・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 25 分 
※定時制の課程は３教科（国、数、英） 

 その他 

 学力検査 

 全員提出が必要です！ 

 

（※イメージ） 

令和 


